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◆事業成果や執行状況をチェック！

　令和２年度の決算を認定

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

◆７月臨時会・９月定例会で

　常任委員会を開催しました

▲秋を感じる色鮮やかな紅葉（もみじ公園）

7月臨時会
9月定例会

山形市議会 で 検索



山形市発展計画2025に基づく重点政策の推進や

新型コロナウイルス感染症対策、経済活動支援策を実施

令和２年度の決算を認定令和２年度の決算を認定

　　　　　　　  438億4,131万円

（国が自治体の行う特定の事業経費の全部または一部を負担するお金）

　　　　  358億8,217万円

（個人・法人市民税、固定資産税などの税収入）

　　　　　　　  101億2,497万円

（市町村の財政力に応じて国から交付されるお金）

　　　　  91億2,110万円

（長期間使われる公共施設の整備にかかる借入金）

　　　　　　  78億2,408万円

（県が行うべき事業の委託費や、市が行う事業への県からの補助金）

　　　　　  250億2,914万円

（諸収入、地方消費税交付金、使用料および手数料など）

①国庫支出金

②市税

③地方交付税

④市債

⑤県支出金

⑥その他

　　　　　  385億4,556万円

（子育て支援、障がい者・高齢者の福祉、医療給付などの経費）

　　　　　　　　　  345億7,153万円

（議会の運営、広報、地域づくりの支援などの経費）

①民生費

②議会費・総務費

※令和２年度は特別定額給付金給付事業費を含む

　　　　　  136億8,149万円

（公園や道路・街路の整備、市営住宅の建設などの経費）

　　　　　  112億3,439万円

（商業振興、工業振興、観光振興などの経費）

　　　　　  94億1,378万円

（学校の建設・改修、生涯学習、スポーツ振興などの経費）

　　　　　  206億3,143万円

（公債費、衛生費、消防費、農林水産業費など）

③土木費

④商工費

⑤教育費

⑥その他

一般会計歳入
1,318億2,277万円

一般会計歳出
1,280億7,818万円

市税
27.2%

市債
6.9%

民生費
30.1%

議会費・総務費
27.0%

地方交付税
7.7%

県支出金
5.9%

商工費
8.8%

その他
19.0%

その他
16.1%

国庫支出金
33.3%

土木費
10.7%

教育費
7.3%
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事業成果や執行状況をチェック！事業成果や執行状況をチェック！

　
　
　

法
人
市
民
税
歳
入
額
は
想

定
ほ
ど
低
く
な
ら
な
か
っ
た
よ
う

だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
業
績
好

調
な
業
種
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
業
や
観

光
関
連
業
な
ど
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
受
け
た
が
、
巣
ご
も
り
需

要
な
ど
で
、
陸
上
運
送
業
な
ど
は

好
調
で
あ
っ
た
た
め
、
当
初
予
算

　
決
算
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ

か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、
内
容

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

歳
入
（
一
般
会
計
）

１
３
１
８
億
２
２
７
７
万
円

　

国
・
県
か
ら
の
支
出
金
や
市

税
な
ど
を
市
の
歳
入
（
収
入
）

と
し
ま
し
た
。

委
員

市
民
税
課
長

と
比
較
す
る
と
、
法
人
市
民
税
歳

入
額
は
若
干
の
減
少
で
と
ど
ま
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

結
果
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
実
態
が

把
握
で
き
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

山
形
大
学
、
東

北
芸
術
工
科
大
学
、
東
北
文
教
大

学
の
学
生
に
は
、
希
望
業
種
や
就

労
条
件
な
ど
、
市
内
企
業
に
は
、

大
学
生
の
採
用
状
況
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の

結
果
、
学
生
が
希
望
す
る
業
種
の

受
け
皿
は
市
内
に
も
多
く
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
学
生
か

ら
は
、
就
職
活
動
で
は
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
重
視
し
た
い
と
の
声

が
多
か
っ
た
一
方
で
、
市
内
企
業

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
割

合
は
低
い
、
と
い
う
課
題
な
ど
も

把
握
で
き
た
。
今
後
、
学
生
と
企

業
の
交
流
機
会
の
創
出
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
支
援
な
ど
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

若
者
定
着
促
進
事
業

 

４
７
８
万
円

　

大
学
生
の
本
市
へ
の
定
着
を

図
る
た
め
、
市
内
３
大
学
の
学

生
や
市
内
企
業
に
対
し
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

委
員

企
画
調
整
課
長

▲コロナ禍で大きな影響を受けた観光地

健全化判断比率・資金不足比率および市債残高

　健全化判断比率・資金不足比率とは、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき公表される、地方公
共団体の財政の健全度を判断するための指標です。実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率を早
期健全化基準と比較することで財政の健全度を判断します。また、特別会計、企業会計の場合は資金不足比率を経営健全化
基準と比較して判断します。いずれの指標も基準を下回っているため、本市の財政は健全と言えます。また、参考として、
各会計の市債（山形市の借入金）の残高も併せて表示しています。

資金不足比率 経営健全化基準 市債および企業債残高（令和２年度末現在）

一 般 会 計 １，０３１億６，７０９万円

特
別
会
計

介 護 保 険 事 業 会 計
区 画 整 理 事 業 会 計 ６億３，５０７万円
駐 車 場 事 業 会 計 ９，５１０万円
公設地方卸売市場事業会計 なし

２０．０％

３億５，４９７万円
農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 なし ７億９，４２１万円

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 なし １６１億６，８９３万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 なし ８１９億８，７３３万円
市立病院済生館事業会計 なし １７億３，２８２万円
合　　　　　　　計 ２，０４９億３，５５２万円

※実質収支および連結実質収支が黒字のため、実質赤字比率および連結実質赤字比率はありません。

※いずれの会計も資金不足額は生じていないため、資金不足比率はありません。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
山 形 市 なし なし  ７．６％  ８６．４％
早期健全化基準 １１．２５％ １６．２５％ ２５．０％ ３５０．０％

※‌‌紙面の都合により、「新型コロナウイルス感染症」を
「新型コロナ」と表記しています。
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ス
ク
や
消
毒
な
ど
の
感
染
防
止
対

策
が
徹
底
さ
れ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
に
罹り

患か
ん

す
る
人
が
激
減
し

た
た
め
、
相
談
件
数
が
減
少
し
た

と
推
測
し
て
い
る
。

　
　
　

学
校
教
職
員
向
け
の
研
修

会
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
実
施
し

た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

性
自
認
は
思
春
期
に
気
付
く
ケ
ー

ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、
各
小
・
中

学
校
の
教
頭
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

該
当
す
る
児
童
・
生
徒
へ
の
教
職

員
の
対
応
の
研
修
を
行
っ
た
。

　
　
　

交
通
指
導
員
の
目
標
人
数

と
現
状
は
ど
う
か
。
ま
た
、
人
員

の
確
保
に
向
け
、
抜
本
的
な
改
革

性
の
多
様
性
に
関
す
る
理
解

促
進
事
業 

２０
万
円

　

市
民
向
け
の
講
座
や
学
校
教

職
員
向
け
の
研
修
会
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

委
員

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
所
長

交
通
安
全
推
進
事
業

 
２
０
０
１
万
円

　

児
童
・
生
徒
の
通
学
時
な
ど

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
交

通
指
導
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

委
員

付
金
の
申
請
補
助
受
付
相
談
な
ど

が
件
数
増
加
の
要
因
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
公
費
負
担

の
詳
細
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

医
療
機
関
で
検

査
し
た
場
合
は
、
保
険
適
用
分
を

除
い
た
自
己
負
担
分
を
公
費
で
補

助
し
て
い
る
が
、
県
衛
生
研
究
所

で
検
査
し
た
場
合
は
全
額
公
費
負

担
と
な
る
。

感
染
症
対
策
事
業

 

７
９
７
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

費
や
入
院
医
療
費
を
公
費
負
担

し
ま
し
た
。

委
員

健
康
増
進
課
長

　
　
　

中
心
市
街
地
の
組
織
率
が

低
い
状
況
だ
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

建
設
が
進
む
中
、
ど
の
よ
う
な
働

き
か
け
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

組
織
率
の
低
い

地
域
か
ら
は
、
若
い
世
代
の
参
加

が
少
な
い
と
の
声
を
聞
い
て
い
る
。

相
談
を
受
け
、
地
区
に
足
を
運
ぶ

な
ど
、
で
き
る
限
り
間
を
つ
な
い

で
い
き
た
い
。

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

 

６
９
１
万
円

　

防
災
資
器
材
購
入
へ
の
補
助

や
、
防
災
訓
練
実
施
に
対
す
る

報
奨
金
を
支
給
し
ま
し
た
。

委
員

防
災
対
策
課
長

　
　
　

鶴
岡
市
と
の
連
携
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ

た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ユ
ネ
ス
コ
創
造

都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
「
食
文
化
」

で
加
盟
し
て
い
る
鶴
岡
市
と
、
食

文
化
を
題
材
と
し
て
本
市
が
制
作

し
た
映
画
の
今
後
の
活
用
方
法
な

ど
の
検
討
を
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で

行
っ
た
。

文
化
創
造
都
市
推
進
事
業

 

１
１
２
０
万
円

　

ユ※

ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
加
盟
都
市
な
ど
と
の
交

流
を
深
め
な
が
ら
、
創
造
都
市

事
業
を
推
進
し
ま
し
た
。

委
員

文
化
振
興
課
長

　
　
　

相
談
件
数
が
令
和

元
年
度
か
ら
５
０
０
０
件

ほ
ど
減
少
し
て
い
る
が
、

そ
の
要
因
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
　
　

新
型
コ

ロ
ナ
の
拡
大
に
よ
り
、
マ

２４
時
間
健
康
・
医
療

相
談
サ
ー
ビ
ス
事
業

 

１
０
４
９
万
円

　

１
１
９
番
通
報
の
判

断
や
健
康
の
不
安
を
解

消
す
る
た
め
の
電
話
相

談
を
実
施
し
ま
し
た
。

委
員

通
信
指
令
課
長

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

交
通
指
導
員
は
現
在

６１
人
で
あ
り
、
定
員
の
７０
人
に
対

し
て
不
足
し
て
い
る
。
高
齢
化
も

進
ん
で
い
る
た
め
、
地
域
に
働
き

か
け
な
が
ら
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　

相
談
件
数
が
増
加
し
た
要

因
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
　
　

大
沼
デ
パ
ー
ト

の
破
産
に
伴
う
商
品
券
な
ど
の
還

付
申
請
手
続
き
相
談
や
、
定
額
給

市
民
課
長

市
民
相
談
事
務

 

７
９
８
万
円

　

市
民
か
ら
の
各
種
相
談
や
、

行
政
に
対
す
る
要
望
な
ど
を
聴

き
取
り
ま
し
た
。

委
員

市
民
相
談
課
長

▲鶴岡市と連携して開催したシンポジウム

▲子どもの安全を見守る交通指導員

※　ユネスコ創造都市ネットワーク…‌‌ユネスコが、映画・デザイン・クラフト・メディアアート・音楽・食文化・文学の７分野から、世界でも特
徴のある都市を認定する制度。山形市は平成２９年に映画部門で加盟認定された。
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５
％
、
夜
間
診
療
が
前
年
比
３５
・

６
％
、
歯
科
診
療
が
前
年
比
５８
・

１
％
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

　
　
　

支
給
実
績
は
ど
う
か
。
ま

た
、
支
給
期
間
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
は

合
計
で
１
９
６
６
万
６
０
０
０
円
、

延
べ
５
１
９
件
に
支
給
し
た
。
支

給
期
間
は
、
延
長
、
再
支
給
に
よ

り
最
大
１２
カ
月
で
あ
る
。

住
居
確
保
給
付
金
支
給
事
業

 

１
９
６
６
万
円

　

収
入
減
少
に
よ
り
住
居
を
失

う
恐
れ
が
あ
る
世
帯
へ
、
家
賃

相
当
額
を
支
給
し
ま
し
た
。

委
員

生
活
支
援
室
長

　
　
　

コ
ロ
ナ
対
策
宣
言
店
の
感

染
防
止
対
策
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業

者
の
自
己
申
告
で
宣
言
を
行
っ
て

い
る
が
、
情
報
提
供
が
あ
れ
ば
指

導
し
て
い
る
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
時
に
は
、
各
事
業
者
に
対
し

て
、
改
め
て
対
策
を
徹
底
す
る
よ

う
に
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

新
・
生
活
様
式
対
応
コ
ロ
ナ

対
策
宣
言
店
Ｐ
Ｒ
事
業

 

１
８
４
５
万
円

　

コ
ロ
ナ
対
策
宣
言
店
に
フ

ラ
ッ
グ
や
ポ
ス
タ
ー
を
送
付
し
、

宣
言
店
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

委
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
受
診

抑
制
は
、
ど
の
程
度
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
の

１
日
あ
た
り
の
患
者
数
で
比
較
す

る
と
、
休
日
診
療
が
前
年
比
３１
・

山
形
市
休
日
夜
間
診
療
所
人
材

確
保
事
業
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
）

 

１
０
０
０
万
円

山
形
市
歯
科
医
師
会
休
日
救
急

歯
科
診
療
所
運
営
費
補
助
事
業

（
診
療
体
制
維
持
対
策
）

 

１
２
２
万
円

　

診
療
所
の
体
制
維
持
の
た
め
、

補
助
金
を
追
加
交
付
し
ま
し
た
。

委
員

保
健
総
務
課
長

　
　
　

Ｙ
‐
ｂ
ｉ
ｚ
設
置
の
成
果

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
２

年
度
の
利
用
者
へ
の
事
後
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
９８
・
５
％
の
方
か

ら
、「
新
商
品
に
生
か
せ
た
」
な
ど
、

成
果
が
あ
っ
た
と
の
回
答
を
得
て

い
る
。
ま
た
、
利
用
者
満
足
度
も

高
い
た
め
、
一
定
以
上
の
成
果
を

挙
げ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

山
形
市
売
上
増
進
支
援
セ
ン
タ
ー

（
Ｙ
‐
ｂ
ｉ
ｚ
）
運
営
事
業

 

６
１
９
３
万
円

　

中
小
企
業
な
ど
の
売
り
上
げ

向
上
に
特
化
し
た
伴
走
型
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

委
員

Ｙ
‐
ｂ
ｉ
ｚ
推
進
室
長

ど
、
合
計
４
０
０
頭
を
捕
獲
、
サ

ル
は
高
瀬
地
区
で
１２
頭
、
東
沢
地

区
で
８
頭
な
ど
、
合
計
２８
頭
を
捕

獲
し
た
。

　
　
　

本
市
の
子
ど
も
の
貧
困
の

割
合
は
ど
う
か
。
ま
た
、
現
状
と

課
題
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

計
画
策
定
時
で

１２
％
で
あ
り
、
国
・
県
と
比
べ
る

と
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
が
届
い
て
い
な
い
実
態

も
あ
る
た
め
、
地
域
や
関
係
機
関

と
協
力
し
、
必
要
な
世
帯
に
必
要

な
も
の
を
し
っ
か
り
と
届
け
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
合

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
係
る

計
画
策
定
事
業 

１
４
７
万
円

　

山
形
市
子
ど
も
の
貧
困
対
策

に
係
る
計
画
を
策
定
し
、
対
策

を
進
め
ま
し
た
。

委
員

家
庭
支
援
課
長

労
働
力
確
保
・
Ｕ※

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

就
職
応
援
事
業 
４
２
９
万
円

　

人
材
定
着
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や

合
同
企
業
説
明
会
、
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
労
働
力

の
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

委
員

　
　
　

捕
獲
頭
数
４
２
８

頭
の
内
訳
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

イ
ノ
シ

シ
は
高
瀬
地
区
で
１
２
０

頭
、
東
沢
地
区
で
５４
頭
な

有
害
鳥
獣
等
食
害

対
策
事
業

 

４
０
３
９
万
円

　

農
作
物
へ
の
被
害
防

止
の
た
め
、
捕
獲
に
よ

る
個
体
数
調
整
活
動
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

農
村
整
備
課
長

同
企
業
説
明
会
は
、
こ
れ

ま
で
の
対
面
形
式
と
比
較

し
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　

企
業
か

ら
は
、
参
加
者
の
顔
が
見

え
づ
ら
く
、
実
際
に
会
う

と
差
を
感
じ
る
こ
と
が
あ

る
と
の
意
見
が
あ
る
一
方

で
、
学
生
か
ら
は
、
参
加

し
や
す
く
な
っ
た
と
の
意

見
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対

面
の
双
方
を
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

雇
用
創
出
課
長

▲多くの被害をもたらしているイノシシ

▲利用者から好評を得ているＹ‐ｂｉｚ

※　ＵＩＪターン…‌‌Ｕターンは地方から都市部へ移住後、故郷である地方へ戻り住むこと。Ｉターンとは故郷である都市部から地方へ移住するこ
と。Ｊターンは地方から都市部へ移住後、故郷に近い地方都市へ移住すること。ＵＩＪターンはこれらの総称。
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わ
れ
る
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
在
宅
時
間
が
増
え

た
こ
と
か
ら
、
家
庭
系
ご
み
は
増

加
し
て
い
る
。
一
方
で
、
事
業
系

ご
み
は
、
客
足
が
減
っ
た
こ
と
か

ら
減
少
し
て
い
る
。

　
　
　

ど
の
よ
う
な
方
を
対
象
と

し
て
空
き
家
を
改
修
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

低
額
所
得
者
な

ど
が
住
宅
確
保
要
配
慮
者
と
さ
れ

て
い
る
が
、
令
和
２
年
度
に
改
修

し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
は
、

婚
姻
し
て
５
年
以
内
の
新
婚
世
帯

を
対
象
と
し
た
。

　
　
　

通
信
環
境
の
整
備
は
、
防

ご
み
減
量
推
進
課
長

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業

 

２
０
０
万
円

　

空
き
家
を
リ※

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
専
用

賃
貸
住
宅
の
供
給
促
進
を
図
り

ま
し
た
。

委
員

管
理
住
宅
課
長

都
市
公
園
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
環
境

整
備
事
業 
９５
万
円

　

霞
城
公
園
に
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
機

器
を
設
置
し
、
通
信
環
境
を
整

備
し
ま
し
た
。

委
員

め
、
自
分
の
位
置
情
報
か
ら
ハ

ザ
ー
ド
が
分
か
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

県
外
か
ら
来
た

方
な
ど
は
自
分
の
位
置
が
把
握
し

づ
ら
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
位
置

情
報
か
ら
浸
水
リ
ス
ク
を
調
べ
る

こ
と
が
で
き
る
国
の
サ
イ
ト
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

全
国
的
に
も
、
本
市
の
国

民
健
康
保
険
税
率
は
高
い
と
聞
く

が
、
理
由
は
な
に
か
。
ま
た
、
保

険
給
付
費
の
減
少
は
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
る
受
診
控
え
が
原
因
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
市
は
東

河
川
整
備
課
長

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

県
の
補
助
事
業
で
あ
る
た
め
、
増

員
を
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

児
童
・
生
徒
へ
の
不
織
布

マ
ス
ク
配
付
の
際
は
、
１
人
あ
た

り
の
枚
数
や
使
用
日
数
な
ど
を
ど

の
よ
う
に
算
定
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
の
春

頃
は
マ
ス
ク
不
足
で
あ
っ
た
た
め
、

少
量
で
も
届
け
る
こ
と
を
優
先
し
、

小
中
学
校
等
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
事
業

 

６
３
４
万
円

　

学
校
再
開
時
の
集
団
感
染
を

避
け
る
た
め
、
保
健
衛
生
用
品

な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

委
員

学
校
教
育
課
長

　
　
　

中
学
校
１４
校
に
配
置
し
た

部
活
動
指
導
員
の
配
置
基
準
は
ど

う
か
。
ま
た
、
教
職
員
の
さ
ら
な

る
負
担
軽
減
の
た
め
、
指
導
員
の

増
員
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
内
１５
中
学
校

へ
指
導
員
を
配
置
す
る
準
備
を
し

て
い
た
が
、
１
校
で
欠
員
と
な
っ

た
。
ど
の
部
活
動
へ
指
導
員
を
配

置
し
て
も
よ
い
が
、
現
在
は
各
学

校
１
人
ま
で
と
し
て
い
る
。
国
と

教
職
員
働
き
方
改
革
支
援
事
業

 

４
３
３
万
円

　

部
活
動
指
導
員
を
任
用
し
、

教
職
員
の
部
活
動
指
導
業
務
の

負
担
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

委
員

学
校
教
育
課
長

１
人
あ
た
り
２
枚
を
配
布

し
た
。

　
　
　

５
３
７
団
体
が
資

源
回
収
を
実
施
し
て
い
る

た
め
、
そ
の
分
、
家
庭
系

ご
み
は
減
っ
て
い
る
と
思

集
団
資
源
回
収
推
進

事
業 

５
１
７
５
万
円

　

市
民
の
ご
み
減
量
運

動
で
あ
る
資
源
回
収
を

推
進
す
る
た
め
、
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

委
員

災
対
策
と
し
て
も
大
切
で
あ
る
が
、

今
後
の
計
画
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
は
、‌

霞
城
公
園
内
の
２
カ
所
に
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
機
器
を
設
置
し
た
。
３
年
度

は
薬
師
公
園
へ
設
置
し
、
６
年
度

ま
で
に
、
も
み
じ
公
園
、
西
公
園
、

鈴
川
公
園
へ
設
置
す
る
計
画
で
あ

る
。

　
　
　

紙
ベ
ー
ス
で
ど
こ
ま
で
活

用
さ
れ
る
の
か
が
課
題
で
あ
る
た

公
園
緑
地
課
長

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
普
及

促
進
事
業 

６
３
９
万
円

　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
市

内
全
戸
へ
配
付
し
ま
し
た
。

委
員

▲指導員の配置で教職員の負担軽減を

▲令和２年７月豪雨により、堤防まで増水した須川

※　リノベーション…既存の建物に大規模な改修工事を行い、価値を高めること。
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ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

更
新
申
請
の

あ
っ
た
７
９
７
件
の
認
定
期
間
を

延
長
し
た
が
、
本
人
の
体
の
状
態

に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
、
更
新

申
請
で
は
な
く
変
更
申
請
で
対
応

し
て
い
る
。
な
お
、
令
和
２
年
度

の
変
更
申
請
は
、
元
年
度
と
比
較

し
て
約
３
０
０
件
増
加
し
た
。

　
　
　

令
和
元
年
と
比
較
し
患
者

数
は
減
少
し
た
が
、
国
・
県
か
ら

の
補
助
を
受
け
た
こ
と
で
、
最
終

的
に
黒
字
に
な
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

患
者
数
の
減

少
に
よ
り
収
益
は
減
少
し
た
が
、

介
護
保
険
課
長

病
院
事
業
会
計

委
員

済
生
館
管
理
課
長

北
の
県
庁
所
在
地
６
市
と
比
較
し

た
場
合
、
人
口
１０
万
人
あ
た
り
の

医
療
機
関
数
が
多
く
、
受
診
し
や

す
い
環
境
に
あ
る
た
め
、
医
療
費

総
額
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
に
よ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
外
の
感
染
症

が
例
年
ほ
ど
広
が
っ
て
い
な
い
た

め
、
令
和
２
年
度
の
保
険
給
付
費

は
減
少
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

要
介
護
認
定
者
の
更
新
認
定
期
間

を
延
長
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
要

介
護
度
の
変
化
な
ど
へ
の
対
応
は

介
護
保
険
事
業
会
計

委
員

街
地
活
性
化
や
利
便
性
の
向
上
の

た
め
に
土
日
祝
日
な
ど
に
実
施
し

て
い
る
が
、
ま
だ
試
行
段
階
で
あ

り
、
周
辺
の
民
間
駐
車
場
の
経
営

を
圧
迫
し
な
い
よ
う
に
、
今
後
と

も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

令
和
２
年
度
の
家
庭
用
の

給
水
収
益
が
増
加
し
た
が
、
そ
の

要
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

学
校
が
一
斉
休

校
と
な
り
、
家
庭
で
過
ご
す
機
会

が
多
か
っ
た
こ
と
が
理
由
と
し
て

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
一
斉
休

校
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

３
年
度
の
家
庭
用
の
水
量
は
２
年

度
と
比
較
す
る
と
減
少
す
る
見
込

み
で
あ
る
。

　
　
　

雨
水
管か
ん

渠き
ょ

の
整
備
は
、
な

に
を
優
先
し
て
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浸
水
被
害

が
発
生
し
て
い
る
地
区
の
下
流
か

ら
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
整
備
率

は
約
３１
％
で
あ
り
、
断
面
が
縦
１

メ
ー
ト
ル
、
横
１
メ
ー
ト
ル
以
上

の
主
要
な
管
渠
の
整
備
率
は
約

８３
％
で
あ
る
。

水
道
事
業
会
計

委
員

経
営
企
画
課
長

公
共
下
水
道
事
業
会
計

委
員

雨
水
施
設
建
設
室
長

国
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
関

連
の
補
助
金
で
補
填
す
る

こ
と
が
で
き
た
た
め
、
黒

字
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

中
央
駐
車
場
で
休

日
の
ワ※

ン
コ
イ
ン
料
金
制

度
を
導
入
し
た
が
、
周
辺

民
間
駐
車
場
の
料
金
も
安

く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、

こ
の
制
度
を
継
続
し
て
よ

い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

中
心
市

駐
車
場
事
業
会
計

委
員

道
路
維
持
課
長

▲ワンコイン料金制度を導入した中央駐車場

令和 2年度  決算監査意見書要旨
　一般会計の歳入では、前年度に比べ国庫支出金、県支
出金などが増加し、繰入金、市税などが減少している。
　市税収入の動向を見ると、依然として厳しい状況であ
るため、財産の有効活用やふるさと納税などのさらなる
活用など、一層の歳入確保に取り組まれたい。
　一方、歳出では、前年度に比べ総務費、商工費、民生
費などが増加し、教育費、公債費などが減少している。
子育て支援など、多くの行政需要が見込まれることから、
さらに効果的で効率的な行政経営を推進されたい。また、
感染対策と地域経済を回復するための支援策もあわせて
行っていく必要がある。

一
般
・
特
別

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度に比
べおおむね改善されており、困難な状況下にあって、努
力の成果がうかがえる。済生館は、地域医療支援病院、
地域がん診療連携拠点病院として、地域の医療機関等と
連携強化を図りながら、安全で安心できる質の高い医療
の提供に取り組まれている。引き続き感染症拡大の防止
に向けた取り組みを進めるとともに、市民から信頼され
地域医療に貢献できる病院運営に努めるよう要望する。
健康に対する市民の意識が高まりを見せている中で、地
域の中核となる病院として求められる役割を引き続き果
たされることを望むものである。

済

生

館

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度に比
べおおむね改善されている。給水収益は、家庭用が増加
し、前年度を上回ったが、在宅時間の増加が影響を与え
たものと推測され、収益の増加が引き続くかは不透明な
状況にある。今後とも費用の節減に取り組まれるととも
に、施設規模や稼働状況の適正化などを図り、一層の経
営の効率化に努められたい。
　近年、集中豪雨などによる大規模な自然災害が県内で
も発生しており、災害に強い水道の構築が緊急の課題と
なっている。今後とも、各種計画に掲げる諸施策の実現
に向けて、引き続き効率的な事業経営に努められたい。

水

道

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度に比
べポイント数の増減はあるものの、大きな変動はないが、
企業債に依存する割合が比較的高いことがうかがえる。
　平成３０年度からは、民間活力を活用した下水道使用料
等徴収業務を含めた上下水道営業等包括委託を実施して
いる。受益者負担の公平性を確保するため、より効果的、
効率的な未収金対策となるよう努められたい。
　今後とも、汚水施設の耐震化や集中豪雨に備えた雨水
管渠の整備を図るなど、「山形市上下水道事業基本計画
（後期計画）」に掲げる諸施策の実現に向けて、引き続き
効率的な事業経営に取り組まれたい。

公
共
下
水
道

※　ワンコイン料金制度…‌‌硬貨１枚分の料金でサービスを提供すること。山形市中央駐車場では土日祝日などの市役所閉庁日の駐車料金を５００円
としている。
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１２１２歳以上の方への新型コロナウイルスワクチン接種や歳以上の方への新型コロナウイルスワクチン接種や

コロナ禍での事業継続支援などコロナ禍での事業継続支援など

補 正 予 算

　
　
　

こ
の
時
期
に
概
算
払
い
で

補
助
を
行
う
背
景
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
の

補
助
対
象
経
費
は
ま
だ
確
定
し
て

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

生
活
バ
ス
路
線
維
持
費
補
助
金

 

４
３
０
０
万
円

　

赤
字
路
線
の
減
便
や
運
休
を

防
ぎ
、
公
共
交
通
の
継
続
的
な

運
行
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

交
通
政
策
室
長

い
な
い
が
、
令
和
３
年
８
月
ま
で

の
実
績
か
ら
算
出
す
る
と
、
経
常

費
用
と
収
入
の
差
額
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
生
活
バ
ス
の
運

行
を
維
持
す
る
た
め
、
概
算
払
い

に
よ
り
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

軽
減
対
象
と
な
る
国
基
準

保
育
料
の
第
４
階
層
と
、
対
象
と

山
形
県
保
育
料
負
担
軽
減
事
業

 
８
６
５
９
万
円

　

３
歳
未
満
児
の
保
育
料
無
償

化
に
向
け
た
段
階
的
負
担
軽
減

に
取
り
組
み
ま
す
。

委
員

な
ら
な
い
第
５
階
層
で
は
、
保
育

料
の
格
差
が
大
き
く
な
る
が
、
今
後

見
直
し
な
ど
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

県
の
新
事
業
で

あ
り
、
今
後
の
状
況
を
見
極
め
て

検
討
し
た
い
。
ま
た
、
県
と
と
も

に
、
国
に
対
し
て
全
階
層
の
無
償

化
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

保
育
育
成
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
確
保
事
業

 

４
億
５
０
５
４
万
円

　

１２
歳
以
上
の
市
民
へ
の
２
回

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
１１
月
末
ま

で
に
行
う
た
め
、
迅
速
か
つ
円

滑
な
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　

１１
月
７
日
ま
で
の

予
約
枠
分
の
ワ
ク
チ
ン
は
、

確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
約
枠
分
の
ワ
ク
チ
ン
は
、

す
べ
て
国
か
ら
の
供
給
の

め
ど
が
付
い
て
い
る
。

　
　
　

１８
歳
以
上
の
受
験

生
に
も
優
先
予
約
枠
を
設

定
す
る
な
ど
の
体
制
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
高
校
３
年
生
と
中

委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
策
室
長

委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
策
室
長

学
３
年
生
に
対
象
を
絞
っ
て
い
る

が
、
今
後
、
予
約
枠
の
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

交
付
実
績
お
よ
び
目
標
値

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

８
月
末
現
在
の
申
請

件
数
は
約
９
万
７
５
０
０
件
、
交

付
件
数
は
約
７
万
８
０
０
０
件
で

あ
る
。
ま
た
、
年
間
交
付
想
定
枚

数
は
５
万
５
５
０
０
枚
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及

促
進
事
業 

１
３
８
１
万
円

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
事
務
を
円
滑
か
つ
迅
速
に
行

う
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

委
員

市
民
課
長

▲接種で使用しているファイザー社製ワクチン

９月補正予算９月補正予算 総額25億4,165万円を可決

９月の主な補正予算
一般会計 ２５億４，１６５万円

●新型コロナウイルスワクチン

　接種体制確保事業　  ４億５，０５４万円

＜主なもの＞ （千円以下切り捨て）

●事業継続支援給付事業

　  ３億６６５万円

●道路維持補修事業

　  １億６，０００万円

●山形県保育料負担軽減事業

　  ８，６５９万円

●福祉灯油購入費等給付事業

　  ７，２６３万円

●生活バス路線維持費補助金

　  ４，３００万円
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支
援
交
付
金
の
対
象
者
数

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

交
付
対
象
と
な
る
農

家
数
は
、
約
３
６
０
件
で
あ
る
。

　
　
　

市
内
に
店
舗
を
構
え
て
い

る
が
、
市
外
に
居
住
し
て
い
る
個

人
事
業
者
は
対
象
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
内

に
住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
主
や
、

市
内
に
本
店
を
置
く
中
小
企
業
者

委
員

農
政
課
長

事
業
継
続
支
援
給
付
事
業

 

３
億
６
６
５
万
円

　

経
済
活
動
縮
小
の
影
響
を
受

け
て
い
る
個
人
事
業
主
や
中
小

企
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

　
　
　

支
援
交
付
金
の
支
給
要
件

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

県
の
支
援
交
付
金
は

減
収
率
５０
％
以
上
で
、
収
入
保
険

や
果
樹
共
済
な
ど
へ
の
加
入
も
支

給
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
市

の
支
援
交
付
金
は
減
収
率
は
２０
％

以
上
と
し
、
保
険
加
入
を
要
件
と

し
な
い
な
ど
、
広
く
支
援
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

凍
霜
害
対
策
支
援
事
業

 

１
６
０
９
万
円

　

令
和
３
年
４
月
に
発
生
し
た

凍
霜
に
よ
り
、
果
樹
や
野
菜
に

被
害
を
受
け
た
農
業
者
な
ど
を

支
援
し
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

の
対
応
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

引
き
続
き
要
望

を
受
け
て
い
る
箇
所
を
含
め
て
、

要
望
件
数
は
約
６
０
０
件
で
あ
る
。

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
そ
の
う

ち
約
１
４
０
路
線
の
側
溝
水
路
の

舗
装
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
側

溝
水
路
は
、
約
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
延
長
を
計
画
し
て
い
る
。
要
望

は
多
く
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
事

故
に
つ
な
が
る
よ
う
な
緊
急
性
の

高
い
箇
所
や
、
地
域
で
重
要
性
・

必
要
性
の
高
い
箇
所
を
優
先
し
、

計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　

会
計
方
式
移
行
に
よ
り
、

な
に
が
変
わ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

複
式
簿
記
の
採

用
に
よ
り
、
経
営
状
況
が
明
確
に

な
る
ほ
か
、
固
定
資
産
を
詳
細
に

把
握
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
収
支

状
況
を
正
確
に
把
握
し
、
将
来
の

経
営
の
正
確
な
見
通
し
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

道
路
維
持
課
長

（
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
）

地
方
公
営
企
業
法
適
用
事
業

 

５
１
０
万
円

　

令
和
６
年
度
か
ら
の
地
方
公

営
企
業
法
を
適
用
し
た
会
計
方

式
へ
の
移
行
に
向
け
て
、
固
定

資
産
の
調
査
や
評
価
業
務
な
ど

を
行
い
ま
す
。

委
員

農
村
整
備
課
長

を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、

当
該
事
業
者
は
給
付
対
象

外
と
な
る
。

　
　
　

毎
年
補
正
予
算
を

計
上
し
て
い
る
が
、
町
内

会
や
自
治
会
な
ど
、
各
地

域
か
ら
の
要
望
件
数
と
そ

道
路
維
持
補
修
事
業

１
億
６
０
０
０
万
円

　

舗
装
道
お
よ
び
側
溝

な
ど
の
補
修
、
水
路
改

修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

委
員

▲計画的に実施している道路維持作業

インターンシップを受け入れましたインターンシップを受け入れました

　８月から９月にかけて、議員５人がインターン

シップを受け入れました。この制度は、主に大学

生を対象としており、議員の下で実務研修を行い、

社会教育の推進を図ることや、社会に対する興味

を喚起し、議員選挙の投票率の向上を図ることを

目的としています。

　研修生は実際に議員に帯同し、本会議をはじめ

とした各委員会の傍聴を行い、議員活動を間近で

体験することで仕事に対する姿勢や思い、政治と

社会のつながりを学んでいました。

　また議員も学生との交流により、自身の活動の

新たな視点を得ていました。
▲議員と意見交換を行う研修生
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常任委員会

総 務

産業文教

厚 生

環境建設

委員会を開催しました
（７月臨時会 厚生委員会）

（９月定例会 各常任委員会）

　
　
　

市
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
再
発
行
を
申
請
す
る
際

の
手
続
き
や
負
担
に
変
更
は
あ
る

の
か
。

　
　
　
　
　

手
続
き
や
負
担
は
こ

れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
。

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

再
交
付
件
数
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
の
再
交

付
件
数
は
１
６
４
件
で
あ
る
。

く

ら

し

（
７
月
臨
時
会
）

山
形
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

委
員

市
民
課
長

委
員

市
民
課
長

　
　
　

い
つ
か
ら
工
事
を
開
始
す

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
１２
月

を
め
ど
に
基
本
設
計
、
４
年
６
月

頃
を
め
ど
に
実
施
設
計
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
そ
の
後
、
４
年
７
月

か
ら
５
年
１０
月
末
ま
で
に
建
設
工

事
を
行
い
、
開
業
準
備
期
間
を
経

て
、
５
年
１２
月
の
供
用
開
始
を
予

定
し
て
い
る
。 ま

ち
づ
く
り

（
９
月
定
例
会
）

道
の
駅
「
（
仮
称
）
蔵
王
」
整
備
事
業

設
計
建
設
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結

委
員

交
通
政
策
室
長

　
　
　

べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば
と
の
差

別
化
を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

障
が
い
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
施
設
の
内
部
構
造

と
一
体
化
し
た
遊
具
や
ス
ロ
ー
プ

な
ど
を
設
置
し
た
施
設
と
す
る
。

　
　
　

親
し
み
や
す
い
愛
称
を
募

集
す
る
な
ど
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ネ※

ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
な
ど
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
。

　
　
　

施
設
の
体
育
館
使
用
料
は
、

べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば
の
あ
そ
び
の
大

ホ
ー
ル
と
同
等
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

各
施
設
の
維

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

持
運
営
管
理
料
な
ど
か
ら
算
出
し
、

ほ
ぼ
同
等
の
金
額
と
な
る
。

　
　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
は
、
他
施
設
と
同
等
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
相
談

な
ど
の
基
本
的
な
機
能
に
加
え
て
、

障
が
い
児
発
達
・
発
育
相
談
な
ど
、

手
厚
い
対
応
が
可
能
と
な
る
。

　
　
　

令
和
４
年
４
月
か
ら
の
督

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長税

金

（
９
月
定
例
会
）

山
形
市
督
促
手
数
料
条
例
を
廃
止

委
員

ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

国
土
交

通
省
や
事
業
者
と
十
分
に

打
合
せ
を
行
い
、
ソ
フ
ト

面
も
充
実
す
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。

交
通
政
策
室
長

こ

ど

も

（
９
月
定
例
会
）

南
部
児
童
遊
戯
施
設
を

新
た
に
設
置
し
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設

▲南部児童遊戯施設の内部完成イメージ図

※　ネーミングライツ…公共施設などに愛称や名称を付与する権利を与えること。命名権。

▲事業者が提案した道の駅「（仮称）蔵王」のイメージ図

　
　
　

こ
れ
ま
で
使
用
し

て
い
た
市
道
な
ど
の
用
地

交
渉
は
済
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
道
を

ま
た
ぎ
隣
接
す
る
商
業
施

設
と
一
体
的
に
整
備
す
る

た
め
、
市
道
の
全
部
ま
た

は
一
部
廃
止
を
検
討
し
て

い
る
。
今
後
、
関
係
者
へ

丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

施
設
内
の
動
線
な

ど
、
ソ
フ
ト
面
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
手
立
て
を
講
じ
て

委
員

交
通
政
策
室
長

委
員

※内容は今後の関係機関との協議により変更となる場合があります
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▲西山形小学校の完成イメージ図

促
手
数
料
廃
止
に
よ
り
、
令
和
３

年
度
ま
で
の
未
納
の
督
促
手
数
料

の
取
り
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　

督
促
手
数
料
を
含
め

た
納
付
書
を
改
め
て
発
行
し
、
納

め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
数
年
後
に

は
督
促
手
数
料
は
無
く
な
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　

供
用
開
始
を
令
和
５
年
２

納
税
課
長

教

育

（
９
月
定
例
会
）

西
山
形
小
学
校
校
舎
等
改
築
建
築

工
事
な
ど
の
請
負
契
約
を
締
結

委
員

月
と
し
た
理
由
は
な
に
か
。
旧
校

舎
か
ら
の
引
っ
越
し
作
業
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

４
年
秋
の
供
用

開
始
を
予
定
し
て
い
た
が
、
一
般

競
争
入
札
中
止
の
影
響
か
ら
、
工

期
が
遅
れ
た
。
小
学
６
年
生
に
も

卒
業
ま
で
で
き
る
だ
け
新
校
舎
を

使
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
備

品
搬
入
後
の
５
年
２
月
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
い
る
。
引
っ
越
し

作
業
は
、
安
全
に
配
慮
し
、
専
門

の
業
者
に
依
頼
す
る
。

教
委
管
理
課
長農

林
・
水
産

　
　
　

農
業
関
係
施
設
の

工
事
に
対
す
る
分
担
金
の

督
促
手
数
料
を
廃
止
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
対
象
と

な
る
工
事
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
、

対
象
と
な
る
事
業
は
な
い

が
、
今
後
の
施
設
整
備
も

想
定
し
、
条
例
を
一
部
改

正
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
９
月
定
例
会
）

農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
整
備
事
業
分
担

金
徴
収
条
例
な
ど
の

一
部
を
改
正

委
員

農
村
整
備
課
長

　議員が選挙区内の人にお金や物を贈るこ

とは、公職選挙法で禁止されており、違反

すると罰せられます。

　有権者が議員へ寄付を求めることも禁止

されています。

市民の皆さまのご理解を
お願いします

　議員が選挙区内の人に対し

て、自筆による答礼を除き、

年賀状などの時候のあいさつ

状（電報なども含む）を出す

ことは禁止されています。

年賀状などのあいさつ状は
禁止されています！

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため、例年、公民館や地区コミュニティ

センターで行っている「議会報告会」を、

令和２年度と同様に今年度も中止します。

令和３年度の議会報告会を
中止します

はながた
ベニちゃんの

議会
あれこれ

教えて！！教えて！！ 　議会では、本会議や各常任委員会などでの議論を文書化して記録しているけど、

発言したことをそのまま全て記録することを全文筆記というよ。これまでは、本

会議と予算・決算委員会の会議録だけが全文筆記で、各常任委員会などの委員会

記録は、発言したことを要約して記録する要点筆記だったけれど、令和３年１月

からは、各常任委員会などの委員会記録も全文筆記になったんだ。

　全文筆記された会議録や委員会記録は、山形市議会のホームページで公開して

いるから、ぜひチェックしてみてね。

A

Q 会議録や委員会記録の全文筆記ってなんだベニ？
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に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
度
地
方

税
制
改
正
に
向
け
、
下
記
事
項
を

確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く

要
望
す
る
。

１　

４
年
度
以
降
３
年
間
の
地
方

一
般
財
源
総
額
は
、
３
年
度
地
方

財
政
計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い

よ
う
実
質
的
に
同
水
準
を
確
保
す

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
急
速
な
高

齢
化
に
伴
い
社
会
保
障
関
係
経
費

が
毎
年
度
増
大
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
他
の
地
方
歳
出
に
不
合

理
な
し
わ
寄
せ
が
な
さ
れ
な
い
よ

う
、
十
分
な
総
額
を
確
保
す
る
こ

も
大
き
な
影
響
が
及
び
、
地
方
財

政
は
来
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き

続
き
、
巨
額
の
財
源
不
足
が
避
け

ら
れ
な
い
厳
し
い
状
況
に
直
面
し

て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
地
域
の
防

災
・
減
災
、
雇
用
の
確
保
、
地
球

温
暖
化
対
策
な
ど
の
喫
緊
の
課
題

に
迫
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
医
療
介

護
、
子
育
て
を
は
じ
め
と
し
た
社

会
保
障
関
係
経
費
や
公
共
施
設
の

老
朽
化
対
策
費
な
ど
将
来
に
向
け

増ぞ
う

嵩す
う

す
る
財
政
需
要
に
見
合
う
財

源
が
求
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
国

　

９
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
２
件
で
す
。
い
ず
れ
も
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ま
ん
延
に
よ
り
、
地
域
経
済
に

意
見
書
（
要
旨
）

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政

状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書

　９月定例会で審議された請願は、継続審査中の１件と、新たに
提出された１件です。陳情は４件が提出され、１件を審査し、３
件を配付しました。委員会での審査結果は以下の通りです。

（※印は意見陳述が行われたものです。）

と
。

２　

固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の

極
め
て
重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、

制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
見
直
し

は
、
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。
生

産
性
革
命
の
実
現
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策

と
し
て
講
じ
た
措
置
は
、
本
来
国

庫
補
助
金
な
ど
に
よ
り
国
の
責
任

で
対
応
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
現
行
の
特
例
措
置
は
今

回
限
り
と
し
、
期
限
の
到
来
を

も
っ
て
確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。

３　

３
年
度
税
制
改
正
に
て
土
地

に
係
る
固
定
資
産
税
へ
講
じ
た
、

課
税
標
準
額
を
２
年
度
と
同
額
と

す
る
負
担
調
整
措
置
は
、
３
年
度

限
り
と
す
る
こ
と
。

４　

３
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
講

じ
ら
れ
た
自
動
車
税
・
軽
自
動
車

税
の
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減

の
さ
ら
な
る
延
長
は
、
断
じ
て
行

わ
な
い
こ
と
。

５　

炭
素
に
係
る
税
を
創
設
ま
た

は
拡
充
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
一

部
を
地
方
税
又
は
地
方
譲
与
税
と

し
て
地
方
に
税
源
配
分
す
る
こ
と
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
予
期
せ
ぬ
米

の
需
要
減
等
に
よ
り
主
食
用
米
の

民
間
在
庫
は
業
務
用
米
を
中
心
に

増
加
し
、
令
和
３
年
６
月
末
で
２

１
９
万
ト
ン
と
適
正
水
準
と
さ
れ

米
の
需
給
調
整
に
関
す
る
意
見
書

る
１
８
０
万
ト
ン
を
大
幅
に
超
過

し
て
い
る
。
２
年
産
米
が
今
秋
以

降
に
持
ち
越
さ
れ
れ
ば
、
３
年
産

米
の
需
給
緩
和
と
米
価
下
落
、
加

え
て
４
年
産
作
付
け
転
換
に
も
上

乗
せ
さ
れ
、
稲
作
を
根
幹
と
す
る

本
県
の
農
業
へ
の
甚
大
な
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
持
続
的
な
水

田
農
業
の
維
持
・
発
展
に
向
け
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
予
期
せ
ぬ
米
の

需
要
減
に
対
し
て
、
政
府
備
蓄
米

の
運
用
改
善
等
あ
ら
ゆ
る
政
策
を

総
動
員
し
た
市
場
隔
離
を
実
施
し
、

さ
ら
に
は
倉
庫
の
新
設
や
低
温
倉

庫
の
改
修
に
か
か
る
支
援
な
ど
、

流
通
販
売
対
策
を
強
化
・
拡
充
す

る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
３
人

の
任
期
が
１２
月
３１
日
で
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
引
き
続
き
次
の
方

を
選
任
す
る
こ
と
に
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

　　

佐さ 

藤と
う　

靜し
ず 

子こ　
　

氏

　

中な
か 

島し
ま　

幾い
く 

子こ　
　

氏

　

村む
ら 

山や
ま　

 　

永
ひ
さ
し　
　

氏

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
同
意

請願・陳情

件　　　　　　　名
紹介議員 所　管

委員会 結　果
提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　

願

第
４
号（
３
）

継　

続

新型コロナ禍による米の需給改善と米
価下落の対策を求めることについて 遠藤　吉久

阿曽　　隆
産業文教 継続審査

山形地方農民連
会長　吉田吉弘

第
５
号（
３
）

新　

規

米の需給調整に関することについて

斎藤　武弘
今野　誠一

産業文教 採　択山形市農業協同組合
代表理事組合長
大山敏弘　ほか３名

陳　
　
　
　
　

情

第
３
号（
３
）

新　

規

辺野古新基地建設の中止と、普天間基
地の沖縄県外・国外移転について国民
的議論を行い、憲法に基づき公正かつ
民主的に解決するべきとする意見書の
採択を求めることについて 総　務 配付のみ

「新しい提案」実行委員会
責任者　安里長従
ほか１名

第
４
号（
３
）

新　

規

人道的見地から、沖縄防衛局による「沖
縄本島南部からの埋め立て用土砂採取
計画」の断念を国に要請することにつ
いて 総　務 配付のみ

沖縄戦遺骨収集ボランティア
「ガマフヤー」
代表　具志堅隆松

第
５
号（
３
）

新　

規

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋
立てに使用しないよう国に求めること
について 総　務 配付のみ

戦没者遺骨の尊厳を考える宗教者の会
代表　漆山ひとみ

第
６
号（
３
）※

新　

規

国家戦略特区及びスーパーシティにつ
いて 総　務 不採択

早坂盛泰
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議案番号 件　　　　名 議決結果

議第９４号
議第９５号

山形市個人情報保護条例の一部改正について
山形市行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に 
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について
　行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に
伴い、規程の整備をするものです。

可決
（全会一致）

議第９６号
山形市手数料条例の一部改正について
　行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に
伴い、所要の改正をしようとするものです。

可決
（全会一致）

議決議案一覧（７月臨時会）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第５号

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（全会一致）

議会案
第６号

米の需給調整に関する意見書の提出について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第９７号 令和２年度山形市一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について 認定
（全会一致）

議第９８号
議第９９号

令和２年度山形市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について
令和２年度山形市公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

可決および
認定

（全会一致）

議第１００号 令和２年度山形市立病院済生館事業会計決算認定について 認定
（全会一致）

議第１０１号 令和３年度山形市一般会計補正予算
　内容は８～９ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第１０２号 令和３年度山形市農業集落排水事業会計補正予算 可決
（全会一致）

議第１０３号 工事請負契約の締結について（道の駅「（仮称）蔵王」整備事業設計建設工事） 同意
（全会一致）

議第１０４号 工事請負契約の締結について（山形市立西山形小学校校舎等改築建築工事） 同意
（全会一致）

議第１０５号 工事請負契約の締結について（山形市立西山形小学校校舎等改築電気設備工事） 同意
（全会一致）

議第１０６号
山形市督促手数料条例の廃止について
　使用料などの納付に際して、督促をした場合に徴収する手数料を廃止しようとするも
のです。

可決
（全会一致）

議第１０７号
山形市農業集落排水処理施設整備事業分担金徴収条例等の一部改正について
　農業関係施設の整備に係る分担金の納付の督促をした場合に徴収する手数料を廃止す
るものです。

可決
（全会一致）

議第１０８号
山形市市税条例の一部改正について
　市税などの納付に際して、督促をした場合に徴収する手数料を廃止しようとするもの
です。

可決
（全会一致）

議第１０９号 山形市児童遊戯施設条例の一部改正について
　児童遊戯施設を新たに設置しようとするものです。

可決
（全会一致）

議第１１０号 山形市子育て支援センター条例の一部改正について
　子育て支援センターを新たに設置しようとするものです。

可決
（全会一致）

議第１１１号 令和３年度山形市一般会計補正予算
　内容は８～９ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議決議案一覧（９月定例会）

※議第１０４号および議第１０５号は９月９日に議決。その他の議案および議会案は１０月１日に議決。
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通
学
路
点
検
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。
ま
た
、
危
険
箇
所
が
判

明
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
安
全

対
策
を
行
う
の
か
。

Q

　
　

例
年
通
学
路
の
安
全
点
検
を

実
施
し
て
い
る
が
、
令
和
３
年
７

月
の
千
葉
県
で
の
事
故
を
受
け
、

再
度
点
検
を
実
施
す
る
な
ど
、
緊

急
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

A

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
　

２
年
１１
月
に
実
施
し
た
小
白

川
街
道
無
電
柱
化
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
８４
％
の
方
が
無
電
柱
化
に
賛

成
し
、
道
路
拡
幅
な
ど
を
望
ん
で

い
る
。
ど
の
よ
う
に
安
全
対
策
に

取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

　
　

地
域
の
方
を
対
象
に
勉
強
会

を
開
催
し
、
無
電
柱
化
事
業
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

合
意
形
成
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
進
め
て
い
る
が
、
社
会
経
済
活

動
再
開
の
時
期
を
い
つ
頃
と
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

　
　

３
年
１０
月
に
は
１２
歳
以
上
の

接
種
率
が
８０
％
に
達
す
る
と
見
込

ん
で
お
り
、
少
し
で
も
早
く
経
済

再
生
に
つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、
国

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
結
果
を
基
に
し
た
移
動
制

限
の
緩
和
な
ど
を
具
体
化
す
る
予

定
で
あ
る
た
め
、
動
向
を
注
視
し
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　

避
難
所
ま
で
車
で
け
ん
引
し

移
動
で
き
る
ト※

イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

を
導
入
し
、
よ
り
良
い
避
難
所
環

境
の
構
築
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　

避
難
所
開
設
が
長
期
化
し
た

QA

QA

QA

●一般質問の内容を要約して掲載しています。また、議会ホームページで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

通
学
路
の
早
期
点
検
を

子
ど
も
た
ち
の
命
と
安
全
を
守
れ
！！

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
新

翔

会
）

浅あ
さ

野の　

弥や

す

し史

医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
に

関
す
る
法
律
、
消
防
団
員
の
確
保
、
街
な
か
居
住

と
料
亭
文
化
の
継
承
、
新
駅
の
設
置　

ほ
か

※‌‌

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
を

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

荒あ
ら

井い　

拓た
く

也や

（
緑

政

会
）

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
人
に
や
さ
し
い
デ
ジ
タ
ル

化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
状
況
と
今
後
の
展
開
、
給
食

の
在
り
方
、
不
育
症
治
療
へ
の
助
成　

ほ
か

佐さ

藤と
う　

秀ひ
で

明あ
き

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

保
育
料
無
償
化
、
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
将
来
に
生

か
す
こ
と
、
環
境
・
地
球
温
暖
化
問
題

斉さ
い

藤と
う　

栄え
い

治じ

（
令

政

会
）

医
療
供
給
体
制
の
確
保
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
将

来
の
山
形
市
を
見
据
え
た
街
づ
く
り
、
公
共
交
通

網
の
整
備
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興　

ほ
か

（
新

翔

会
）

仁に

藤と
う　

　

俊と
し

山
形
市
立
第
五
小
学
校
の
改
築
、
生
理
の
貧
困
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
犬
の
フ
ン
害　

ほ
か

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

折お
り

原は
ら　

政ま
さ

信の
ぶ

自
治
会
・
町
内
会
等
、
山
形
市
の
広
報
活
動
、
プ
ッ

シ
ュ
型
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
へ
の
助
成
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等　

ほ
か

渋し
ぶ

江え　

朋と
も

博ひ
ろ

（
緑

政

会
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
現
状
認
識
と
今
後
の
対
策
、

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
導
入
検
討
と
地
元
企
業
へ
の
導

入
促
進
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入　

ほ
か

田た

中な
か　

英え
い

子こ

（
新

翔

会
）

健
康
医
療
先
進
都
市
、
防
災
、
学
区
、
南
沼
原
小

学
校
の
跡
地
利
用
、
文
化
創
造
都
市
、
副
市
長
の

今
後
の
市
政
に
対
す
る
考
え
方　

ほ
か

渋し
ぶ

江え　

朋と
も

博ひ
ろ 

議
員

　

一
般
質
問
と
は　

議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
９
月
定
例
会
で
は
、
９
月

１４
日
と
１５
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

※　トイレトレーラー…‌‌給水タンクと汚水タンクを備え、けん引車で移動できる移動設置型の洋式水洗トイレ。屋根には太陽光パネルが設置され
ており、電力の心配なく使用できる。
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持
続
発
展
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
「
デ
ジ
タ
ル
戦
略
室
」

と
い
っ
た
組
織
を
構
築
し
て
は
ど

う
か
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
化
の
基
盤
を
作
る

た
め
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
基

本
計
画
な
ど
で
、
方
向
性
な
ど
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
。
技
術
革
新

に
追
い
つ
き
、
活
用
す
る
組
織
体

制
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

デ※
２

ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
是ぜ

正せ
い

を
条
例
で
明
記
す
る
な
ど
、
誰
も

が
デ
ジ
タ
ル
化
の
利
便
性
や
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を

早
急
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

高
齢
者
へ
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

QAQA

場
合
な
ど
に
は
有
効
な
手
段
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
先
進
事
例
な
ど

を
参
考
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

通
年
で
練
習
で
き
る
屋
内
型

の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を
新

設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

冬
期
間
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る
屋
内
施
設
の

整
備
が
懸
案
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

令
和
４
年
度
に
見
直
し
予
定
の
山

形
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
中
で
、

検
討
し
て
い
く
。

　
　

デ※
１

ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
を
活
用

す
る
こ
と
で
移
住
へ
の
ハ
ー
ド
ル

が
低
く
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

移
住
促
進
に
効
果
的
で
あ
る

一
方
、
学
籍
異
動
の
た
び
に
学
習

進
捗
状
況
が
変
わ
る
と
い
う
課
題

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
な
る

移
住
促
進
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　
　

小
・
中
学
校
の
体
育
館
や
特

別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

３
年
度
中
に
年
次
計
画
を
策

定
し
、
小
学
校
は
音
楽
室
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
室
、
中
学
校
は
理
科

室
へ
優
先
的
に
設
置
す
る
予
定
で

あ
る
。
ほ
か
の
特
別
教
室
へ
の
設

置
は
、
そ
の
後
検
討
し
て
い
く
。

体
育
館
へ
の
設
置
は
、
教
育
活
動

上
の
必
要
性
や
他
市
の
状
況
な
ど

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

商
業
施
設
内
の
期
日
前
投
票

所
を
複
数
箇
所
設
置
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
選
挙
や
今
後
の

選
挙
で
の
投
票
傾
向
な
ど
を
分
析

す
る
と
と
も
に
、
地
理
的
な
バ
ラ

ン
ス
な
ど
も
勘
案
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

QA

QA

QA

QA

イ
ド
解
消
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
を
分
析
し
、
有
効
な

取
り
組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

事
業
者
に
対
し
デ※
３

ジ
タ
ル
障

が
い
者
手
帳
ア
プ
リ
で
の
確
認
を

可
能
と
す
る
働
き
か
け
を
行
う
と

と
も
に
、
市
有
施
設
で
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

障
が
い
者
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
市
有
施
設
で
の
活
用
や
事

業
者
へ
の
働
き
か
け
に
加
え
、
利

用
可
能
施
設
を
周
知
し
て
い
く
。

　
　

小
・
中
学
校
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
に
向
け
た
環
境
整
備
が
急

務
だ
が
、
今
後
の
計
画
は
ど
う
か
。

　
　

学
習
用
端
末
の
整
備
が
完
了

し
た
た
め
、
端
末
を
家
庭
へ
持
ち

帰
る
こ
と
で
家
庭
で
の
ド
リ
ル
学

習
や
保
護
者
へ
の
連
絡
が
可
能
と

な
る
。
今
後
は
、
教
師
と
児
童
・

生
徒
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
配

信
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

　
　

障
が
い
を
持
つ
生
徒
へ
の
高

校
入
試
で
の
合
理
的
配
慮
や
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
に
関
す
る
県
と

の
協
議
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
２
年
１０
月
に
、
県
へ
「
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
や
試
験
時
間
の

延
長
な
ど
、
学
力
検
査
で
の
合
理

的
配
慮
の
充
実
」
を
要
望
し
た
と

こ
ろ
、「
公
平
性
を
確
保
し
つ
つ
、

個
別
に
対
応
し
て
お
り
、
今
後
も

合
理
的
配
慮
の
研
究
を
進
め
て
い

く
」
と
回
答
が
あ
っ
た
。
引
き
続

き
協
議
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童
生

徒
の
保
護
者
は
、
給
食
費
を
満
額

支
払
う
こ
と
に
不
公
平
感
が
あ
る
。

牛
乳
以
外
の
品
目
で
も
減
額
措
置

を
講
じ
て
は
ど
う
か
。

　
　

不
公
平
感
な
ど
を
解
消
す
る

た
め
、
他
自
治
体
の
取
り
組
み
を

参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

不
育
症
検
査
費
用
助
成
事
業

が
開
始
さ
れ
た
が
、
治
療
費
の
負

担
が
大
き
い
。
妊
娠
か
ら
子
育
て

ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
切
れ
目
な

く
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

特
定
不
妊
治
療
費
へ
の
医
療

保
険
適
用
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
の
方
向
性
な
ど
を
注

視
し
検
討
し
て
い
く
。

　
　

遊
佐
町
の
少※
４

年
町
長
・
少
年

議
員
公
選
事
業
の
よ
う
な
、
若
者

の
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
、
若
い

視
点
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
事

業
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

未
来
の
山
形
を
担
う
若
者
の

育
成
は
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
上
で
重
要
な
こ

と
と
捉
え
て
お
り
、
有
効
な
取
り

組
み
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
く
。

QAQA

QAQA

QAQA

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

や
さ
し
い
ま
ち
に

荒あ
ら

井い　

拓た
く

也や 
議
員

▲歩行者にも車にも安全な小白川街道を

※１　デュアルスクール…地方移住の促進などを目的として徳島県が推進する、東京都など都市部の小・中学生が住民票を異動させることなく徳島県内の学校へ通学できる制度。
※２　デジタルデバイド…インターネットなどの情報通信技術を利用できる人とできない人との間に生じる格差。
※３　デジタル障がい者手帳アプリ…‌‌障がい者手帳を撮影・登録することで、手帳情報などがスマートフォン画面で表示できるようになるアプリ。手帳を提示した場合と

同等のサービスを受けることができる。
※４　少年町長・少年議員公選事業…町内在住、在学の中高生から少年町長・少年議員を選出し、少年議会にて提案された事案を実際に行う事業。

▲
  

障
が
い
者
手
帳
提
示
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で

15

令和3年11月1日／218号令和3年11月1日／218号

やまがた市議会報やまがた市議会報



　
　

本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者

中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
２
回

接
種
済
み
の
方
の
割
合
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
３
年
７
月
以
降
の
新
型

QA

コ
ロ
ナ
感
染
者
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
後
、
２
週

間
経
過
し
て
か
ら
感
染
が
確
認
さ

れ
た
方
の
割
合
は
、
感
染
者
全
体

の
約
６
％
で
あ
る
。

　
　

済
生
館
は
新
型
コ
ロ
ナ
患
者

を
何
人
受
け
入
れ
た
の
か
。

　
　

令
和
２
年
１２
月
か
ら
１
病
棟

を
確
保
し
、
約
３
０
０
人
を
受
け

入
れ
て
き
た
。

　
　

現
在
の
医
療
崩
壊
は
、
公
立

病
院
削
減
を
進
め
た
政
府
の
政
策

の
誤
り
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
病

床
削
減
を
進
め
る
県
に
対
し
、
見

直
し
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
、
県
は
次
期
保
健
医
療

計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
平
時
に

限
ら
ず
、
感
染
症
発
生
時
な
ど
の

有
事
の
際
の
公
立
病
院
の
役
割
・

機
能
の
分
担
を
推
進
す
る
よ
う
主

張
し
て
い
き
た
い
。

QAQA

　
　

３
年
７
月
に
設
置
し
た
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
な

ど
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
市

民
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
開
設
期

間
を
延
長
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

３
年
９
月
５
日
ま
で
の
受
検

者
数
は
、
市
内
在
住
者
３
１
６
６

人
、
市
外
在
住
者
１
４
８
２
人
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
開
設
期
間

を
延
長
す
る
方
向
で
関
係
機
関
と

調
整
し
て
い
る
。

　
　

避
難
所
な
ど
に
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
整
備
が
難
し
い
避
難
所
な

ど
に
は
、
ト
イ
レ
の
排
水
を
洗
浄

水
と
し
て
再
利
用
可
能
な
ト
イ
レ

の
設
置
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
市
立

商
業
高
等
学
校
に
８
基
、
南
沼
原

小
学
校
に
３
基
整
備
す
る
ほ
か
、

道
の
駅
（
仮
称
）
蔵
王
に
も
導
入

を
計
画
し
て
い
る
。
循
環
型
の
仮

設
ト
イ
レ
な
ど
も
含
め
、
避
難
所

の
ト
イ
レ
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

現
在
の
南
沼
原
小
学
校
跡
地

利
用
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。
ま

た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
併

設
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
こ

こ
ろ
の
園
の
移
転
先
と
し
、
地
区

の
福
祉
向
上
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

庁
内
の
関
係
課
で
構
成
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
利
活
用

QA

QA

QA

　
　

済
生
館
建
て
替
え
に
あ
た
っ

て
は
、
医
療
体
制
の
堅
持
が
最
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

外
部
有
識
者
の
助
言
を
受
け

な
が
ら
、
健
康
医
療
先
進
都
市
の

具
現
化
に
向
け
、
基
本
構
想
策
定

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　

県
に
よ
る
保
育
料
軽
減
措
置

に
加
え
、
さ
ら
な
る
軽
減
措
置
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
軽
減

措
置
に
よ
り
保
育
需
要
が
掘
り
起

こ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

県
の
措
置
は
令
和
６
年
度
ま

で
で
あ
り
、
状
況
を
見
極
め
て
在

り
方
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
保
育

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

　
　

生
活
困
窮
に
陥
っ
た
方
が
職

業
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
た
め
、
各
種
制
度
の
周

知
と
充
実
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

市
役
所
内
へ
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
窓
口
の
設
置
を
重
要
事
業
に
位

置
付
け
て
い
る
ほ
か
、
Ｉ
Ｔ
関
連

の
資
格
取
得
の
促
進
も
検
討
し
て

い
く
。

　
　

ゼ※
１

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現

に
向
け
た
推
進
策
や
、
国
が
創
設

す
る
交
付
金
の
優
先
配
分
に
向
け

た
取
り
組
み
は
ど
う
か
。
ま
た
、

温
暖
化
対
策
で
業
態
の
変
更
が
必

要
と
な
る
業
種
や
、
化
学
肥
料
の

不
使
用
が
求
め
ら
れ
る
農
業
へ
の

対
応
は
ど
う
か
。

　
　

国
が
新
た
に
創
設
す
る
交
付

金
活
用
に
向
け
、
調
査
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
市
独
自
の
支
援
策

を
調
査
研
究
し
、
有
機
農
業
に
取

り
組
む
農
業
者
を
支
援
し
て
い
く
。

　
　

地
下
水
熱
や
Ｚ※
２

Ｅ
Ｂ
の
活
用

を
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

導
入
効
果
を
広
く
発
信
し
、

普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

　
　

（
仮
称
）
南
部
循
環
バ
ス
の

検
討
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
地

域
交
通
を
地
域
で
検
討
す
る
枠
組

み
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

４
年
度
内
の
実
証
実
験
を
目

指
し
て
い
る
。
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
検
討
す
る
枠
組
み
が
重
要

で
あ
り
、
地
域
の
方
と
継
続
し
て

意
見
交
換
し
て
い
き
た
い
。

　
　

市
独
自
の
温
暖
化
対
策
へ
の

取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

（
仮
称
）
南
部
循
環
バ
ス
へ
、

環
境
に
や
さ
し
い
車
両
の
導
入
を

検
討
す
る
な
ど
、
市
全
体
の
意
識

の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
福
祉
避
難
所

の
在
り
方
は
ど
う
か
。

　
　

開
設
困
難
と
な
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、
必
要
な
対
応
を

行
う
と
と
も
に
、
事
前
調
整
な
ど

も
検
討
し
て
い
く
。

QAQAQA

QAQA

QAQAQA

感
染
症
に
備
え
、
さ
ら
な
る

医
療
体
制
の
構
築
を
！

災
害
時
用
に

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
を

▲ＺＥＢを導入した民間施設

佐さ

藤と
う　

秀ひ
で

明あ
き 

議
員

田た

中な
か　

英え
い

子こ 

議
員

※１　ゼロカーボンシティ…‌‌２０５０年に温室効果ガスの排出量、または、二酸化炭素を実質ゼロにすることを目指す旨を表明した地方自治体のこと。
※２　ＺＥＢ…‌‌Net‌Zero‌Energy‌Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略であり、太陽光や地下水熱を利用することで、快適な室内

環境を実現しながら、建物で消費する年間エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物のこと。 16



　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
本
市
と
各
医

療
関
連
団
体
な
ど
と
の
連
携
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　
　

健
康
医
療
先
進
都
市
を
掲
げ

て
築
い
て
き
た
連
携
体
制
に
よ
り
、

成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
連
携
を
密
に
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
奮
闘
す

る
医
療
従
事
者
へ
の
配
慮
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
医
療

従
事
者
へ
の
誹
謗
中
傷
な
ど
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
ど
う
か
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
病
院
に
過

度
の
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、

県
を
中
心
に
、
地
域
病
院
と
の
協

QAQA

方
策
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
み

こ
こ
ろ
の
園
の
移
転
は
、
こ
れ
ま

で
も
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
有
効

な
利
活
用
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

鈍

※
１

翁
ど
ん
の
う

茶
会
開
催
費
の
補
助
増

額
な
ど
の
支
援
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
２
年
度
お
よ
び
３
年
度

は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

４
年
度
は
開
催
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
関
係
者
と
開
催
方
法
や
感

染
症
対
策
な
ど
を
協
議
し
、
全
国

か
ら
お
客
様
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　

地
区
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

た
め
、
西
部
工
業
団
地
内
の
新
公

園
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

県
か
ら
土
地
収
用
法
に
基
づ

く
事
業
認
定
を
受
け
、
農※
２

振
除
外

手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。
手
続
き

完
了
後
、
用
地
の
取
得
を
進
め
、

６
年
度
の
完
成
に
向
け
て
事
業
を

進
め
て
い
く
。

　
　

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技

力
向
上
と
普
及
の
た
め
、
関
係
団

体
と
連
携
し
、
国
際
大
会
や
全
国

大
会
を
目
指
す
選
手
へ
、
活
動
資

金
の
支
援
な
ど
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
す
る

選
手
に
今
後
も
奨
励
費
を
交
付
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
活
動

を
支
援
し
て
い
く
。

　
　

料
亭
の
厳
し
い
現
状
を
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
料
亭

文
化
を
守
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

　
　

経
営
状
況
は
大
変
厳
し
い
と

伺
っ
て
お
り
、
景
観
の
形
成
や
観

光
誘
客
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

QA

QA

QA

QA

力
体
制
構
築
を
進
め
て
い
る
。
医

療
従
事
者
へ
の
誹
謗
中
傷
や
不
当

な
差
別
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う

に
、
引
き
続
き
呼
び
か
け
て
い
く
。

　
　

基
礎
疾
患
を
持
つ
方
は
、
担

当
医
師
な
ど
が
判
断
し
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
優
先
的
に
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
る
仕
組
み

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

病
気
治
療
な
ど
で
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
が
な

か
っ
た
方
は
、
主
治
医
判
断
で
接

種
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
病
状
に

応
じ
て
接
種
を
案
内
す
る
な
ど
、

柔
軟
な
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

七
日
町
大
通
り
周
辺
を
景
観

重
点
地
区
に
指
定
し
、
街
並
み
を

統
一
化
す
る
こ
と
で
、
一
体
的
な

魅
力
向
上
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　

七
日
町
御
殿
堰
沿
い
の
景
観

重
点
地
区
指
定
を
目
指
し
、
堰
と

調
和
し
た
統
一
感
の
あ
る
景
観
の

創
出
と
、
街
な
か
回
遊
の
促
進
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
紅
の
蔵
な

ど
の
歴
史
的
建
造
物
や
文
化
施
設

の
保
全
・
有
効
活
用
を
、
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　

高
齢
者
外
出
支
援
事
業
の
見

直
し
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。
実
績
払
い
へ
の
変
更
に
よ

り
、
事
業
費
が
減
額
さ
れ
る
と
考

え
る
が
、
減
額
分
を
タ
ク
シ
ー
券

交
付
事
業
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
４
年
４
月
に
、
市
内
バ

ス
事
業
者
が
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

を
導
入
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い

る
。
導
入
を
契
機
に
、
実
績
払
い

方
式
へ
の
見
直
し
を
含
め
、
効
果

的
・
効
率
的
な
事
業
と
な
る
よ
う

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

県
事
業
で
あ
る
野
呂
川
の
改

修
と
同
時
に
、
鈴
川
第
２
号
幹
線

整
備
も
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

状
況
は
ど
う
か
。

　
　

野
呂
川
の
河
川
改
修
完
了
と

同
時
に
雨
水
管
も
接
続
と
な
る
よ

う
に
、
県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

早
期
の
浸
水
被
害
軽
減
が
図
れ
る

よ
う
に
、
国
道
１３
号
区
間
の
雨
水

管
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　

住
宅
地
の
被
害
防
止
を
目
的

と
し
た
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
防
護
柵

設
置
も
国
か
ら
の
補
助
対
象
と
な

る
よ
う
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、

実
現
困
難
な
場
合
は
市
単
独
で
の

補
助
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

農
作
物
以
外
の
被
害
を
防
ぐ

目
的
で
は
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

総
合
交
付
金
の
要
件
に
合
致
し
な

い
た
め
、
要
件
緩
和
と
住
宅
地
な

ど
へ
の
支
援
制
度
創
設
を
要
望
し
、

市
単
独
補
助
の
在
り
方
も
検
討
し

て
い
く
。

QAQA

QAQ

AQA

万
全
な
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と

魅
力
あ
る
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
！

▲統一された街並みを形成し、魅力向上を

▲災害時のトイレ対策を

斉さ
い

藤と
う　

栄え
い

治じ 
議
員

※１　鈍翁茶会…昭和６０年から本市で開催している茶会。日本三大茶会の一つと称されている。
※２　農振除外…農用地区域内の土地を、他の用途への変更を目的に、農用地区域内から除くこと。

17

令和3年11月1日／218号令和3年11月1日／218号

やまがた市議会報やまがた市議会報



　
　

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
町
内
会

の
運
営
や
存
続
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
補
助
金
の
申
請
書
や

報
告
書
を
簡
便
化
す
べ
き
で
は
な

Q

い
か
。

　
　

町
内
会
名
な
ど
が
記
入
済
み

の
申
請
書
を
配
付
し
、
添
付
書
類

も
最
小
限
に
す
る
な
ど
、
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
る
が
、
引
き
続
き

A
　
　

昭
和
４３
年
に
建
築
さ
れ
た
第

五
小
学
校
は
老
朽
化
し
て
い
る
。

改
築
に
対
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

　
　

大
規
模
改
修
な
ど
の
工
事
を

行
い
、
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
今
後
策
定
す
る
学
校
規
模

適
正
化
計
画
の
中
で
、
適
正
な
学

校
規
模
や
配
置
、
校
舎
改
築
な
ど

の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

中
心
市
街
地
へ
の
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
に
よ
り
、
第
一
小
学
校
の

教
室
不
足
が
想
定
さ
れ
る
が
、
今

後
の
第
一
小
学
校
お
よ
び
第
五
小

学
校
の
規
模
や
児
童
数
を
ど
の
よ

う
に
見
通
し
て
い
る
の
か
。

　
　

両
校
と
も
児
童
数
の
増
加
が

QAQA

検
討
し
て
い
く
。

　
　

各
地
区
の
自
治
推
進
委
員
長

へ
実
施
し
た
「
地
域
づ
く
り
に
関

す
る
課
題
等
調
査
」
の
結
果
と
対

応
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
役
員

の
な
り
手
不
足
な
ど
の
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
再
度
調
査
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

　
　

担
い
手
不
足
な
ど
の
課
題
の

ほ
か
に
、
市
政
へ
の
要
望
な
ど
も

あ
り
、
可
能
な
も
の
か
ら
対
応
し

て
い
る
が
、
詳
細
な
分
析
が
困
難

で
あ
っ
た
た
め
、
テ
ー
マ
を
絞
っ

た
調
査
の
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

正
月
や
お
盆
な
ど
忙
し
い
時

期
の
広
報
や
ま
が
た
の
配
布
は
、

隣
組
長
か
ら
で
は
な
く
、
業
者
に

よ
る
戸
別
配
布
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

配
布
が
負
担
と
の
声
が
あ
る

一
方
で
、
直
接
配
布
す
る
こ
と
に

意
義
が
あ
る
と
の
意
見
も
あ
る
た

め
、
自
治
推
進
委
員
か
ら
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　

住
民
が
自
ら
申
請
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
た
申
請
主
義
の
弊
害

解
消
を
目
指
し
、
プ※
３

ッ
シ
ュ
型
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
拡
充
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
３
年
６
月
に
山
形
市
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
リ

QA

QA

QA

見
込
ま
れ
る
が
、
急
激
な
増
加
は

な
く
、
教
室
が
不
足
す
る
こ
と
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き

推
移
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　

他
自
治
体
を
参
考
に
、
必
要

な
方
に
生
理
用
品
を
無
償
配
布
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

県
の
「
や
ま
が
た
女
性
の
つ

な
が
り
緊
急
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
で

生
理
用
品
の
無
償
配
布
が
始
ま
る

こ
と
か
ら
、
関
係
団
体
や
市
民
に

周
知
し
て
い
く
。
実
態
把
握
に
努

め
、
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
支
援

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

山
形
駅
東
西
自
由
通
路
や
霞

城
セ
ン
ト
ラ
ル
の
ア
ト
リ
ウ
ム
な

ど
に
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
設
置

し
て
ほ
し
い
が
、
検
討
状
況
は
ど

う
か
。

　
　

設
置
の
可
能
性
を
継
続
し
て

検
討
し
て
い
る
。
街
な
か
で
ピ
ア

ノ
を
楽
し
め
る
機
会
の
創
出
に
努

め
て
い
く
。

　
　

軽
ト
ラ
ピ
ア
ノ
が
注
目
を
集

め
て
い
る
今
こ
そ
、
音
楽
の
街
山

形
を
発
信
し
て
い
く
絶
好
の
機
会

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

軽
ト
ラ
ピ
ア
ノ
の
動
画
の
視

聴
数
が
多
い
こ
と
は
、
市
の
魅
力

発
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
音
楽
を
活
用
し
た
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
さ
ら

な
る
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

ラ
ー
メ
ン
消
費
量
日
本
一
の

強
み
を
活
か
し
、
知
名
度
を
高
め

る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
国
内
外
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
の
か
。

　
　

市
民
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
行
っ

て
い
る
情
報
発
信
の
活
用
も
含
め
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
　

ラ
ー
メ
ン
を
活
か
し
た
街
の

活
性
化
に
、
職
員
有
志
の
力
を
発

揮
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　

令
和
３
年
度
よ
り
開
始
し
た

政※
１

策
提
案
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の

テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
、
ラ
ー
メ

ン
消
費
量
日
本
一
で
あ
る
本
市
の

Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
向
け
、
職

員
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
識
を
高
め
て

い
く
。

　
　

犬
の
フ
ン
害
の
現
状
と
対
策

は
ど
う
か
。
ま
た
、
対
策
と
し
て

イ※
２

エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

　
　

マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
一
部
の

飼
い
主
に
よ
る
フ
ン
の
放
置
な
ど

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
飼

い
主
の
マ
ナ
ー
向
上
に
向
け
て
、

関
係
機
関
と
協
議
の
う
え
、
イ
エ

ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦
の
実
施
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

QAQA

QAQAQ

AQA

〝
ピ
ア
ノ
が
奏
で
る
音
楽
の
街

山
形
〟
発
信
！！

地
域
と
連
携
し
、
誰
ひ
と
り

取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
を

▲軽トラ×ピアノ×紅葉の三重奏

折お
り

原は
ら　

政ま
さ

信の
ぶ 

議
員

仁に

藤と
う　

　

俊と
し 

議
員

※１　政策提案チャレンジ事業…組織横断的に集まった若手職員が、柔軟な発想で政策の検討などを行う本市の事業。
※２　イエローチョーク作戦…‌‌茅ヶ崎市などで行われている、路上などに放置されている犬のフンを減らす方法。フンの周囲を黄色のチョークで

囲うことで、飼い主に警告する取り組み。
※３　プッシュ型行政サービス…本人が希望する情報、または本人の利益になると認められる情報を行政側から提供すること。
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山
形
駅
と
蔵
王
駅
間
の
新
駅

構
想
の
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
か
。

　
　

利
用
者
見
込
数
や
コ
ス
ト
、

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
必
要
性
や

整
備
効
果
の
検
討
を
進
め
る
。

　
　

新
駅
構
想
と
山※
４

形
南
道
路
の

方
向
性
が
す
れ
違
わ
な
い
よ
う
、

国
土
交
通
省
と
の
連
携
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　

山
形
南
道
路
の
具
体
的
な

ル
ー
ト
や
接
続
の
在
り
方
は
、
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
早
期
事

業
化
に
向
け
、
国
や
県
と
連
携
し
、

新
駅
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

QAQA

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
セ※
１

グ
メ
ン
ト
配

信
を
導
入
し
た
が
、
先
進
自
治
体

の
取
り
組
み
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
活
用
範
囲
を
広
げ
て
い
く
。

　
　

帯た
い

状
じ
ょ
う

疱ほ
う

疹し
ん

は
誰
も
が
発
症

す
る
恐
れ
が
あ
り
、
生
活
に
も
影

響
が
出
る
た
め
、
予
防
の
大
切
さ

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る

助
成
制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　

助
成
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

な
ど
を
参
考
に
、
予
防
の
重
要
性

や
予
防
接
種
の
有
効
性
な
ど
を
調

査
検
討
し
て
い
く
。

　
　

３
歳
児
健
康
診
査
で
の
ス※
２

ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ナ
ー

を
使
用
し
た
検
査
実
施
の
め
ど
は

立
っ
た
の
か
。

　
　

国
で
も
導
入
に
向
け
た
動
き

が
あ
る
た
め
、
令
和
４
年
度
の
実

施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
誰
ひ
と
り
取
り

残
さ
な
い
と
い
う
精
神
の
下
、
人

工
内
耳
の
ス※
３

ピ
ー
チ
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー
に
対
す
る
買
い
替
え
助
成
な

ど
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め

る
と
と
も
に
、
国
に
対
し
、
人
工

内
耳
装
着
者
へ
の
支
援
の
充
実
を

求
め
て
い
く
。

　
　

霞
城
公
園
内
の
県
体
育
館
な

ど
の
撤
去
は
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
ら
れ
る
の
か
。

ま
た
、
県
へ
の
代
替
施
設
整
備
の

具
体
的
提
案
は
、
い
つ
行
う
の
か
。

　
　

５
年
度
を
め
ど
に
撤
去
予
定

だ
が
、
３
年
６
月
に
新
施
設
整
備

と
現
施
設
撤
去
時
期
の
延
期
、
空

白
期
間
が
生
じ
な
い
整
備
方
法
の

検
討
を
提
案
し
、
一
定
の
理
解
を

得
た
と
捉
え
て
い
る
。

Q

AQA

QA

QA

　
　

国
指
定
重
要
文
化
財
「
鳥

居
」
の
保
存
修
理
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
４
年
度
に
保
存
修
理
の

実
施
設
計
を
行
い
、
令
和
５
年
１０

月
頃
に
工
事
が
終
了
す
る
計
画
で
、

文
化
庁
と
調
整
し
て
い
る
。

　
　

小
・
中
学
校
と
市
立
保
育
所

で
医※
５

療
的
ケ
ア
児
を
率
先
し
て
受

け
入
れ
る
体
制
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
策
定
を
進
め
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
っ

て
い
く
。

　
　

消
防
団
員
確
保
の
た
め
、
中

型
自
動
車
免
許
な
ど
の
取
得
支
援

を
入
団
の
特
典
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

準
中
型
自
動
車
免
許
取
得
の

助
成
制
度
を
設
け
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
た
め
、
状
況
を
調
査
し
、

検
討
し
て
い
く
。

　
　

老
舗
料
亭
の
廃
業
や
休
業
に

あ
た
り
、
建
物
な
ど
料
亭
文
化
の

保
存
の
た
め
、
所
有
者
と
話
し
合

い
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

料
亭
文
化
は
ま
ち
づ
く
り
に

重
要
な
も
の
と
考
え
て
お
り
、
今

後
も
十
分
に
対
話
を
図
り
な
が
ら

対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

小
・
中
学
校
に
対
し
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
積
極

的
な
活
用
を
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
環
境
が

整
っ
て
い
る
こ
と
を
、
各
学
校
か

ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
丁
寧
に
伝
え
て
い
く
。

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
同
等

の
基
準
を
満
た
す
民
間
の
独
自
ク

ラ
ブ
に
は
、
市
単
独
で
の
支
援
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

保
育
ニ
ー
ズ
の
受
け
皿
の
実

態
調
査
や
他
市
の
事
例
な
ど
も
踏

ま
え
て
、
民
間
団
体
の
活
用
や
支

援
の
必
要
性
を
検
討
す
る
。

　
　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
型
コ

ロ
ナ
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
の
掲
載
方

法
を
改
善
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

厚
生
労
働
省
の
Ｑ
＆
Ａ
を
項

目
ご
と
に
整
理
し
、
リ
ン
ク
を
貼

り
付
け
た
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
い

る
。
情
報
を
よ
り
検
索
し
や
す
い

構
成
と
し
、
質
問
文
面
を
分
か
り

や
す
く
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
改

善
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
小
・
中

学
校
の
休
校
な
ど
の
判
断
基
準
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

保
健
所
が
調
査
範
囲
な
ど
の

判
断
を
行
い
、
学
校
関
係
者
に
濃

厚
接
触
者
な
ど
の
検
査
対
象
者
が

い
た
場
合
は
、
休
校
ま
た
は
学
年

閉
鎖
の
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

QAQAQA

QAQAQA

QAQA

新
駅
と
山
形
南
道
路
で
、

南
部
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を

▲修復が決まった国指定重要文化財「鳥居」

▲町内会の方などが配布している広報やまがた

浅あ
さ

野の　

弥や

す

し史 
議
員

※１　セグメント配信…登録者が欲しい情報を選択できるようにすることで、必要な情報を必要な人へ提供すること。
※２　スポットビジョンスクリーナー…携帯型の新しい目の検査機器。生後６カ月以降の乳児から検査ができる。
※３　スピーチプロセッサー…人工内耳用の音声処理装置。
※４　山形南道路…一般国道１１２号山形中山道路の南伸部分。
※５　医療的ケア児…日常生活および社会生活を営むために、医療機関を退院した後も引き続き人工呼吸器や胃ろうなどによる医療的ケアを必要とする児童。
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盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
よ

り
、
海
の
日
・
ス
ポ
ー
ツ
の
日
・

山
の
日
の
各
祝
日
が
移
動
と
な
り
、

今
年
の
国
民
の
祝
日
は
残
り
２
日

と
な
り
ま
し
た
。
国
民
の
祝
日
に

関
す
る
法
律
に
よ
る
と
、
１１
月
３

日
の
文
化
の
日
は
「
自
由
と
平
和

を
愛
し
、
文
化
を
す
す
め
る
」、

１１
月
２３
日
の
勤
労
感
謝
の
日
は

「
勤
労
を
た
っ
と
び
、
生
産
を
祝

い
、
国
民
た
が
い
に
感
謝
し
あ
う
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
制
限
さ
れ
る
日
々
で

は
あ
り
ま
す
が
、
祝
日
に
込
め
ら

れ
た
意
義
を
噛
み
し
め
、
前
向
き

な
気
持
ち
で
両
日
を
迎
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
色
鮮
や
か
な
山
々
も

衣
替
え
の
季
節
で
す
。
く
れ
ぐ
れ

も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

広
報
広
聴
副
委
員
長　

松
田　

孝
男

編
集
後
記

　日程は変更になる場合があ

ります。詳しくは議会事務局

までお問い合わせください。

☎０２３（６４２）８４０４

１１月２５日（木）

 ～１２月１０日（金）

１２月定例会の日程
（予定）

　令和元年１１月に就任した髙倉正則副市長に続く２人目の副市長として、令和３年７月１２日に井上貴至

副市長が就任しました。

　井上副市長は、総務省に入省後、鹿児島県長島町の副町長に史上最年少で就任し、漁協や金融機関と

連携して大学などの卒業後に地元に戻れば返済を補填する、世界一のぶり養殖の町にちなんだ「ぶり奨

学金」を創設するなどの実績を挙げています。

　今後は、企画調整部、商工観光部、農林部、まちづくり政策部、都市整備部などを担任し、総務部、

財政部、市民生活部、健康医療部、環境部、福祉推進部、こども未来部などを担任する髙倉副市長と事

務分担することで、行政需要の増大や増加する重要課題へ対応していくことになります。

　なお、令和３年９月定例会の一般質問では、渋江朋博議員、田中英子議員、折原政信議員から、井上

副市長に対して、今後の山形市政に対する抱負などの質問があり、「山形市の魅力を広く発信し、関係‌

人口、移住者を増やしていくとともに、経済やエネルギーの循環を促進し、市民の平均所得とお金では

測れない豊かさの向上を図る」と答弁しました。

〔井上副市長の略歴〕

 平成２０年４月　総務省自治行政局自治政策課

 　　　　　　　（大臣官房秘書課併任）

 　　　　８月　愛知県総務部市町村課

 平成２７年４月　鹿児島県長島町総括監

 　　　　７月　　　　〃　　　副町長

 平成２９年４月　愛媛県総務部総務管理局市町振興課長

 平成３１年４月　内閣府地方創生推進事務局参事官補佐

 令和３年７月　山形市副市長

副市長２人制を導入
～２人目の副市長に井上貴至氏が就任～

市政トピックス

各議員の一般質問もインターネットで簡単視聴！
　パソコンやスマートフォン・タブレットで議会での議論の様子を生

中継で視聴することができます。一般質問における各議員

からの質疑や市長、副市長の答弁の模様など、過去の会議

の録画映像もご覧いただけますので、ご活用ください。

　なお、生中継や録画でご覧いただけ

る会議は、本会議、予算委員会、決算

委員会、全員協議会です。

ウェブサイト

で 検索山形市議会　中継

【お詫びと訂正】‌ ‌やまがた市議会報みちしるべ第２１７号（令和３年８月１日発行）の５ページ「新型コロナウイルス感染症
生活困窮者自立支援金支給事業」の答弁者が誤っておりましたので、お詫びして訂正いたします。

　　　　　　　 　　誤「保育育成課長」→ 正「生活支援室長」

▲議員からの質問に答える井上副市長
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